
将
軍
綱
吉
か
ら
の
礼
状 

 

〈
解
読
文
〉 

為
歳
暮
祝
儀 

小
袖
一
重
到
来
、 

歓
思
召
候
、
委
曲 

阿
部
豊
後
守
可 

述
候
也 

　

十
二
月
廿
九
日　

㊞ 

　
　
　
　

内
藤
侍
従
と
の
へ 

 

〈
読
み
下
し
文
〉 

歳
暮
祝
儀
と
し
て
小
袖
一
重
到
来
、
歓

ば
し
く
思
し
召
し
候
、
委
曲
阿
部
豊

せ

い

ぼ

こ

そ

で

ひ

と

え

よ
ろ
こ

お
ぼ

め

い
き
ょ
く

ぶ
ん

後
守
述
ぶ
べ
く
候
也 

ご

の

　

十
二
月
二
十
九
日　

㊞
（
黒
印
） 

　
　
　
　

内
藤
侍
従
殿
へ 

じ
じ
ゅ
う

  

〈
用
語
の
解
説
〉 

・
小
袖
…
上
質
な
表
着
。 

う
わ

ぎ

・
思
し
召
す
…
「
思
う
」「
考
え
る
」
の
尊
敬
語
。
お
思
い
に
な
る
。 

・
委
曲
…
委
細
。
詳
細
。 

・
阿
部
豊
後
守
…
老
中
の
阿
部
豊
後
守
正
武
。 

 

〈
解
説
〉 

　

歳
暮
と
し
て
将
軍
家
に
小
袖
を
献
上
し
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
で
あ
る
。

送
り
主
は
黒
印
の
人
物
、
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
で
あ
る
。 

　

江
戸
幕
府
で
は
、
年
始
と
八
朔
（
８
月
１
日
、
徳
川
家
康
江
戸
入
城
の
日
）

は
っ
さ
く

に
次
い
で
、
人
日
（
正
月
７
日
）・
上
巳
（
３
月
３
日
）・
端
午
（
５
月
５
日
）・

じ
ん
じ
つ

じ
ょ
う
し

た

ん

ご

七
夕
（
７
月
７
日
）・
重
陽
（
９
月
９
日
）
の
五
節
句
が
重
視
さ
れ
、
毎
年

た
な
ば
た

ち
ょ
う
よ
う

殿
中
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
贈
答
を
と
も
な
う
も
の
で
、
端
午
・
重
陽

の
節
句
及
び
歳
暮
に
は
、
諸
大
名
が
祝
儀
と
し
て
将
軍
に
衣
服
を
献
上
す
る

の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
返
礼
と
し
て
、
将
軍
か
ら
発
給
さ
れ
た
御ご

内
書
で
あ
る
。
御
内
書
の
書
面
は
幕
府
の
右
筆
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
上
下
二

な
い
し
ょ

ゆ
う
ひ
つ

つ
折
り
に
す
る
折
紙
の
形
態
を
と
る
。 

　

内
藤
侍
従
は
、
高
遠
領
知
以
前
の
内
藤
家
当
主
重
頼
を
さ
す
。
若
年
寄
・

し
げ
よ
り

大
坂
城
代
・
京
都
所
司
代
を
務
め
、
摂
津
国
・
河
内
国
な
ど
３
万
３
０
０
０



石
を
領
有
し
た
。
重
頼
が
従
四
位
下
侍
従
に
叙
任
さ
れ
た
の
は
、
貞

享

４

じ
ゅ

の
げ

じ
ょ
う
き
ょ
う

（
１
６
８
７
）
年

月

日
の
こ
と
で
あ
る
。 

10
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『
世
乗
三
』
元
禄
２
年
４
月
の
条
に
「
旧
冬
歳
暮
御
祝
儀
と
し
て
時
服
献

じ

ふ
く

じ
ら
れ
候
に
つ
き
、
御
内
書
御
頂
戴
な
さ
る
」
と
し
て
、
同
一
の
文
面
を
引

ち
ょ
う
だ
い

用
し
て
い
る
。
御
内
書
の
発
給
事
務
は
、
月
番
老
中
の
阿
部
豊
後
守
正
武
が

担
当
し
た
。 

　

内
藤
家
資
料
に
は
、
他
に
も
同
様
の
御
内
書
が
十
数
通
残
さ
れ
て
い
る
。

宛
名
に
「
伊
賀
守
」「
大
和
守
」
と
記
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
重
頼

を
さ
す
。
重
頼
が
伊
賀
守
と
な
っ
た
貞
享
元
年
か
ら
元
禄
３
年
に
没
す
る
ま

で
の
間
に
発
給
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。 

　

重
頼
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
清
長
（
清
枚
）
が
高
遠
領
を
幕
府
か
ら
与
え
ら

き
よ
か
ず

れ
た
の
は
、
元
禄
４
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

【
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館


